
★
末
崎
地
区
公
民
館
主
催

ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
わ
な
げ
大
会

日

時

月

日
（
水
）

7

24

午
前

時
～

10

会

場

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

体
育
室

参
加
資
格

末
崎
町
民
（
誰
で
も
可
）

参
加
料

無
料

参
加
申
込

当
日
受
付
に
て
申
込

そ
の
他

参
加
者
全
員
に
参
加
賞

★
生
活
習
慣
病
予
防
に
係
る
講
演
会

末

崎

地

区

助

け

合

い

協

議

会

は
、

月

日
（
木
）
ふ
る
さ
と

6

20

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
が
ん
の
リ

ス
ク
を
知
り
、
未
来
を
守
る
」
の

講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加

者
は

名
。

44
講
師
は
、
明
治
安
田
生
命
保
険

相
互
会
社
岩
手
南
支
社
の
中
井
正

純
氏
。

日
本
人
の
死
因
の
上
位
を
占
め

る
病
気
は
、
三
大
疾
病
（
が
ん
、

心
疾
患
、
脳
血
管
疾
患
）
で
す
。

以
前
は
、
「
不
治
の
病
」
と
も
い

わ
れ
た
が
ん
で
す
が
、
医
学
の
進
歩

と
と
も
に
が
ん
の
治
療
も
進
化
し
て

い
ま
す
。
が
ん
と
は
遺
伝
子
の
突
然

変
異
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
「
死
な
な

い
細
胞
」
が
増
殖
す
る
こ
と
で
引
き

起
こ
さ
れ
る
病
気
で
す
。

が
ん
の
発
生
原
因
に
は
、
環
境
的

要
因
と
遺
伝
的
要
因
が
あ
り
ま
す

が
、
早
期
発
見
早
め
の
治
療
を
実
現

す
る
た
め
の
は
「
が
ん
検
診
」
が
重

要
で
す
。

健
康
的
な
生
活
習
慣
を
心
が
け
、

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
制
度
を

よ
く
理
解
し
備
え
ま
し
ょ
う
。

末
崎
中
学
校

同
窓
会
閉
じ
る

★
地
縁
団
体
末
崎
公
益
会
役
員
が
決

定
致
し
ま
し
た
。

規
約
第
９
条
の
規
定
に
よ
り
次
の

通
り
役
員
（
理
事
・
監
事
）
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

理
事

船
河
原

村
上
正
吉

峰
岸

滝
田
享
二

細
浦

新
沼
眞
作

神
坂

佐
々
木
元
夫

中
野

近
藤

栄

小
細
浦

菅
原
健
吾

平

菅
原

均

平
南

熊
谷
信
弘

小
田

大
友
富
好

梅
神

細
川
廣
行

小
河
原

尾
形
眞
二

門
之
浜

佐
藤
重
夫

中
井

鎌
田
征
喜

西
舘

及
川
政
行

山
根

菅
野

一

三
十
刈

菅
野
敏
博

碁
石

大
和
田
初
男

監
事

武
田
勘
治

菅
原
光
幸

ま
た
、
令
和

年

月

日
（
土
）

6

6

29

に
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
互
選
会
議

に
お
い
て
次
の
方
々
が

再
任
さ
れ

ま
し
た
。

理
事
長

新
沼
眞
作

副
理
事
長

及
川
政
行

末
崎
中
学
校
同
窓
会
（
会
長
新

沼
眞
作
）
は

月

日
、
ふ
る
さ

6

28

と
セ
ン
タ
ー
で
役
員
会
を
開
き
、

末
崎
中
学
校
が
令
和

年
度
末
を

6

も
っ
て
閉
校
に
な
る
こ
と
か
ら
、

併
せ
て
同
窓
会
も
令
和

年

月

7

3

日
を
も
っ
て
閉
会
（
解
散
）
す

31る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

平
成

年

月
に
挙
行
さ
れ
た

9

11

末
崎
中
学
校
創
立

周
年
記
念
式

50

典
・
祝
賀
会
を
契
機
に
、
同
窓
生

の
絆
を
深
め
る
べ
く
「
同
窓
生
の

親
睦
と
交
流
、
そ
し
て
母
校
へ
の

支
援
を
目
的
と
し
た
同
窓
会
」
の

設
立
を
要
望
す
る
声
が
上
が
り
、

翌

年
の

月
に
結
成
総
会
を
開

10

7

き
、
同
窓
会
を
設
立
し
ま
し
た
。

以
来
、

年
間
で
幕
を
降
ろ
す
こ

26

と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
同
窓
生
の
皆
様
に

は
、
卒
業
時
に
納
め
る
会
費
お
よ

び
厄
年
の
厄
払
い
や
還
暦
祝
い
の

際
、
多
大
な
る
会
費
（
支
援
金
）

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
陰
様
に

て
、
そ
れ
を
も
っ
て
同
窓
会
の
運

営
資
金
と
し
、
卒
業
生
へ
の
記
念

品
や
顕
著
な
成
績
を
収
め
た
部
活

動
等
に
対
し
て
報
奨
・
支
援
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
ら
た
め

て
同
窓
生
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝

と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

 

11 獅子舞・権現様の頭頂部の付属物について(4)
(4) 金色で板状の丸いもの

板状の中にも、しっかり板状のものと、板の上の角が丸
味をおびたものの 2種類がある。
この付属物を秋田・山形地方では鏡(かがみ)と呼んでい

る。大船渡市三陸町綾里地区では皿(さら)と呼んでいる。
また、もっと別の名で呼んでいるところもあるものと思わ
れるが、正式な呼び名は不明である。私は「鏡」と呼ぶの
がふさわしいと思っている。その理由は、鏡を神社の御神
体としているところが多くある。
鏡は太陽を表し、太陽は地球上の人類が神として崇拝

してきた歴史がある。日本では丸い鏡は天照大御神を表す
ことが多い。
獅子舞・権現様は雌雄一対で舞うことが多いが、この

場合は宝珠のついた頭が雄で、丸板状の頭は雌としている
ものが多い。
末崎町船河原の権現様の場合は、丸板状の頭だけなの

で付属物の高い方を雄、低い方を雌としている。
また、山形県南陽市の宮内熊野神社の獅子頭は、外見

では付属物は見えないがエックス線検査の結果、丸い本物
の鏡が埋め込まれているという。

獅子舞・権現様・虎舞等について

書
記

大
和
田
初
男

会
計

菅
野

一

＊
令
和

年
度
か
ら
２
年
間
宜
し
く

6

お
願
い
致
し
ま
す
。

★
末
崎
地
区
公
民
館
主
催

「
茶
道
教
室
」
参
加
者
募
集

内

容

月
か
ら
毎
週
土
曜
日
開
催
し

7茶
道
の
基
本
稽
古
を
行
い
ま
す
。

期

間
月
～

月
の
土
曜
日

回

7

9

8

月

日
・

月

日
・

月

日

7

27

8

10

8

17

月

日
・

月

日

月

日
・

8

24

8

31

9

7

月

日
・

月

日

9

14

9

21

時

間
午
後

時~

時

2

3

場

所ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
和
室

対
象
者小

学
生

中
学
生

高
校
生

参
加
料無

料

申
込
先
・
問
合
せ
先

末
崎
地
区
公
民
館

電
話

-29
2
9
5
5

茶
道
宗
徧
流
滝
田
教
室

電
話

-29
3
8
0
3

滝
田
い
く
子

携
帯
０

-

５
２
３
３-

７
８
２
１

９
０

★
末
崎
体
育
協
会
主
催

春
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

大
会
結
果

月

日

（

日

）

小

細

浦

グ

6

30

ラ

ウ

ン

ド

・

ゴ

ル

フ

場

で

名
22

の

参

加

に

よ

り

開

催

さ

れ

ま

し

た
。体

協

で

は

、

春

と

秋

の

年

２

回

、

町

民

の

健

康

増

進

と

交

流

促

進

を

図

る

目

的

で

、

グ

ラ

ウ

ン

ド

・

ゴ

ル

フ

部

の

主

管

に

よ

り
大
会
を
開
催
し
て
い
る
。

成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

優

勝

佐
々
木

章

打

①

58

準
優
勝

村

上

義

孝

打
63

0

第
３
位

熊
谷
忠
士

打
①

64

参

加

頂

き

ま

し

た

皆

様

に

は

大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

末崎町船河原の権現様 2023年 1月 1日撮影
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